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育成母集団 

◎尾駮スポーツ少年団に加入している団員及び育成団の方々で大

会出場した方々をお知らせします。 
・上北地方中学生春季大会（５月３日） 
  男子砲丸投げ 第５位 ７ｍ４２ 能登 大貴  

 ４月２５日（水）中央公民館会議室にて「平成１９年度尾駮スポーツ少年団」の総会を行い

ました。今年度の加入者は小学生１～３年が１２名、４～６年生は１０名、中学生が７名合計

２９名の団員となり、育成団（育成母集団）は３１名となりました。 
 本総会には、２０名ほどの保護者及び育成団の方々が参加し、今年度の尾駮スポーツ少年団

の活動や指導者の紹介等を行いました。各指導者からは、いろいろと豊富の言ってもらい、「い

ろいろなスポーツを通じて子どもの健全育成を目標」という団の方針を理解して話してくれま

した。 
 尾駮スポーツ少年団は、子どもをはじめ、大人もスポーツを楽しむ団体として活動をしてい

ます。協力をしてもらうこともたくさんありますが、子どもと一緒に心地よい汗をかけたらと

団役員一同思っておりますので、是非活動予定表をご覧になり参加してください。 

 ５月に入り、スポーツ少年団の各クラブの活動が始まり、

団員及び育成団の大人もいい汗をかきながら楽しんでしま

す。 
 今年度からは、さわやかクラブで新しく設けた「体操教室」

を９日（水）尾駮小学校体育館にてマットを使った運動をお

こない、前転や跳び前転、最後は倒立といった運動をおこな

いました。大人はなかなか普段ではやらない運動なので学生

時代を思い出しながらの動き。子ども達は、学校で行う体育

の動きをイメージしながら取り組んでいました。 
 また、「球技教室」のドッジボールも２８日（火）に実施し

ました。みんな楽しく活動することができました。これから、

楽しい活動がありますので、大人は「健康」と「子どもの育

成」のために、子どもは「できる喜び」「仲間との関わり」「目

標をもつこと」を大事に活動してくれればと思います。  

【こどもの目、おとなの目】 

昨年度までは、「編集後記」という欄で、スポーツ少年団の在り

方や子どもの体のようす、指導者の立場、育成母集団の視点などい

ろいろと記載してきました。今年度は、「子どもの目、おとなの目」

という形で、お知らせしていきたいと思います。今年度最初は 

 

「早寝・早起き・朝ごはん」（Sport Just4･5 号より）

昨年度からこの言葉を良く耳にしてきました。基本的生活習慣を身

につけるために文科省が打ち出した言葉です。本団員の皆さんはど

うでしたでしょうか。次の資料を見てどう感じるでしょうか。 

 

資料①「朝ごはんと学力の関係」 

   毎日しっかり食べる子と食べない子 

では、平均点数で約 60 点の差が出て 

いるそうです。 

資料②「睡眠と体力の関係」 

   睡眠時間が６～８時間と８時間以上 

とっている子どもは６時間未満の子 

どもより体力テストの得点が平均で４点の差が出ているそ

うです。 

上記の資料を見ていろいろと感じるところがありますが、「子ど

もだけにやらせる」ということではなく、大人も週に１、２回実践

しても良いかもしれません。子どもの時間、大人の時間はっきり区

別を付けて子どもの成長を促してみてはどうでしょう。「早寝・早

起き・朝ごはん」規則正しい生活が運動における体力だけでなく、

学力にも関わってきます。 

１．わかさぎマラソンの締め切りが６月４日になっています。参加

を希望される方は、お早めに希望用紙を提出してください。 
２．６月の活動武道教室「剣道」が始まります。ふるって参加をし

てください。（活動予定表を参照） 
３．スポレクあおもり２００７参加決定！！ 
  尾駮スポーツ少年団より「ユニカール」で４チーム出場する予

定です。選手の皆さんは、頑張ってください！ 
４．６月に役員会があります。役員の皆さんに後日連絡致します。

 ５月１２日（土）尾駮小学校体育館にて、団員に向けた学習会

を行いました。参加した３年生以上の団員は７名の参加でいた。

ちょっと寂しい感じもしましたが、参加した団員は「スポ少の活

動の趣旨」や「楽しい活動にしていくために」を学習し、団員一

人ひとりが今年度の活動目標を立てました。これからの活動に向

けて、団員がどのような態度と姿勢で取り組むか期待していきた

いと思います。 


